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抄 録
一

BeitragezurKlinikderTuberkuloseBd .78H.61931
,,,

複 雑 ナ ル結 核 性 圃 形 澄潤 二就 テ

Aalbert,Mehrfachetubcrkul6seRundinfiitrate .

42歳 ノ女 子 ニ シテ、 夫 ・・7年 前 肺結 核 ニテ 死 亡、 全

身 榮 養 状 態 佳 良 ニ シテ、 喀 疾 ナ キ モ、 車・響度 ノ咳 漱 ヲ

訴 フ ル ヲ 以 テ、 上線 診断 ヲ行 ヒ タ ルレニ、/E右 肺 ニ境

界 明 瞭 ナ ルレ圓 形 浸 潤 合 計8個 ヲ 有 セ ルレ1例 ヲ 報 告

ス｡・ 矢 部抄)

肺 結 核 患 者 二於 ケ ル蓮 動 的 胃液 分 泌 検 査 二就 テ

KarlMenzel,MaxKurtSch6ffe正,Kinetische

Magens(・kretion,prtifungbeiLungentubeTkulose .

15-一一58歳 ノ女 子45例 、 男 子55例 、 合 計100例 ノ

圭 トシテ 中等 症 ニ少 数 ノ輕 症 及 ビ重 症 ヲ 含 ム肺 結 核

患 者 ニ、 牛硬 「ゾ ンデ」ニ テ10分 間 ノ間 隔 ヲ以 テ、 壬

回 胃液 ヲ探 取 シ、 槍 査 ヲ行 ヘ ルレニ、60%ノ ・酸 過 多、

24%ノ ・正 常 、9%ノ ・酸 過 少 、7%ハ 無 酸 ナ リ｡塘 殖

播 種 型 ニ ・・、 酸 過 多著 シク屡 ミ遭 遇 シ、 而 シ テ 病 症

ノ程 度 弧 キ モ ノ叉 特 ニ罹 患 期 間 ノ長 キ モ ノ ・・酸 度 高

シ｡

早期 浸 潤 ニ テ ノ・、 酸 度 ハ 種 々ニ シテー 定 ノ法 則 ヲ推

定 シ 得 ズ｡再 登 浸 潤 ニ テ ノ・酸 過 多 多 シ｡正 常 酸 度

ノ・、 中等 症 及 ぜ 重 症 繊 維 性 乾 酪 性 経 過 ニ 多 シ、 無 酸

症 ノ・肺 結 核 ノ凡 テ ノ種 類 ニ ア リ｡6例 ノ不 完 全 、1

例 ノ 「ヒス タ ミ ン」、 中性 赤 、 及 ビ「イ ンシュ リン」ニ

テ ノ完 全無 酸 ア リ1｡

最 モ多 数 ニ シ テ、 強 度 ノ苦痛 ノ・弱酸 患 者 二多 ク、i欠

ニ正 常 酸 度 、 次 ニ酸 過 多、 終 リニ無 酸 ナ リ｡酸 度 ノ

低 下 ノ・屡 く儒 無 酸 性 症 状 ヲ示 ス｡

肺 結 核 ノ 胃液 ニ於 テ ノ・、屡 く曲 線 ・・酸 性 ノ上 昇 遅 ク、

曲 線 ノ不 規 則 ナ ルレモ ノ ニ・・屡1漸 進 型 ヲ見 ルレ｡

粘 液 ノ混 入 及 ビ膿 汁 ノ逆 流 ノ・屡{ニ シ テ、 前 者 ノ多

llヒ・・堅 酸 ノ飲 亡 ト結 付 キ、 後 者 ハ曲線 ニ明 ナ ルレ影 響

ナ シ｡

胃 及 ビ十 二 指 腸 潰瘍 ノ・ナ シ｡(矢 部 抄)

光線 ヲ照 射 セ ル 「ヱ ル ゴス テ リ ン」ル實 駿 的

二慢 性 二経 過 セ ル 「モル モッ ト」ル結 核 ニ及

ボ ス影 響

Rudolf.Ereund,BeeinfluBungderexperimente-

Hlel日hronischeVer】aufendenMeerscl"weinぐhen-

tuberkulosedurchbestrahltesErgosterin.

弱 毒 結 核 菌 ノ千 分 ノー 題 ト十 萬 分 ノ ー 旭 ト ヲ以 テ 、「モ

ルレモ三 ・」ニ 實 験 的 結 核 ヲ作 レ ルレニ 、感 染 菌 量 ニ ョ ルレ差

異 ヨ リモ 、 動 物 個 々 ノ個 性 的 差 異 ノ方 意 義 大 ナ リ｡

光 線 ヲ 照 射 セ ルレ 「ヱ ルレゴ ス テ リ,ン 」 ヲ ー 、 二 滴 油 齊日・

シ テ 投 與 セ ルレニ 、 「モ ルレモ ッ ト」ノ結 核 ノ 経 過 ニ ハ 明

瞭 ナ ルレ影 響 ヲ及 ボ サ ザ リ キ｡

一
、 二 滴 ノ光 線 ヲ照 射 セ ルレ 「ヱ ルレゴ ス テ リ ン」 ノ 油 鋼

ノ・幼 若 「モ ルレモ ッ ト」ニ 数 ケ 月 間 投 與 セ ルレ ニ 何 等 ノ障

碍 ヲ認 メ ザ リ キ｡コ レ等 ノ 「モ ルレモ ッ ト」 ・・投 與 セ ザ

ルレ「モ ルレモ ッ ト」 ト等 シ ク膿 重 ヲ培 加 セ リ｡

コ ノ 「ヱ ルレゴス テ リ ン 」・・非 特 異 性 抵 抗 力 ノ 壇 加 ノ意

味 ニ テ 影 響 ヲ與 フ ルレガ 如 シ｡(矢 部 抄)

結 核 死 菌 ニ ヨ ル 結 核 冤 疫 二 關 ス ル 研 究

N.Westenrijk,UntersuchungiiberImunisierung

gegenTuberkulosemitabget6tetenTuberkelb-

aci}len.

結 核 死 菌 ニ コ ルレ家 兎 ニ ヨ ルレ實 験 ニ 於 テ ノ・、 抗 膿 ノ形

成 ・・ 少 〃共 補 膿 結 合 ニ 於 テ 、 免 疫 セ ル 個 膣 ニ 結 核

ノ 感 染 ニ 封 ス ルレア ルレ防 禦 力 ノ 培 加 ヲ 示 ス
｡Bessan,

Zinser,WardundJenings,Branch,Langer,Petroff

諸 氏 ト共 ニ、 結 核 死 菌 ニ ョ リ、 個 膿 二 比 較 的 免 疫 ヲ

附 與 シ、 實 地 臨 抹 上 一 、 小 見 ニ 慮 用 シ得 ベ キ 免 疫 力

ヲ與 フ ルレ モ ノ ト認 ム｡斯 ノ如 キ 結 核 死 菌 ニ ヨ ・レ免 疫

ニ 關 シ テ ノ・、Langerノ 云 ヘ ルレ如 ク 、 唯 幼 若 菌 ヲ 用 フ

ルレ事 ヲ推 奨 ス｡人 朧 ニ 賑 用 ス ルレニ 際 シ テ ・・、 唯 極 微

量 ヲ 使 用 シ、 時 ニ 階 段 的 ニ増 量 使 用 ス ベ シ｡

(矢 部 抄)

肺 氣 腫 二 於 ケ ル 肺 量 、 換 氣 及 蓮 動 代 謝 二 就 テl

J.Herms&IRiittgersLungenvolumina,

VentilationundArbeitsto肝wechselbeim

Lullgenemphsem.J.Herms&1.RUttgers.

EpPendorfer病 院 ニ 於 テ30名 ノ肺 氣 腫 患 者 ヲSpi-

rographニ テ検 査 セ ルレ結 果 、 肺 氣 腫 ノ、炭 酸 「ガ ス 」排
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出 ニ困 難 ア リ、 酸 素 振 取 障 碍 ノ・僅 ニ シ テ 唯 重 症 者 ニ

於 テ ノ ミ是 ヲ見 出 ス｡是 等障 碍 ノ除 去 ニ務 ム ルレ換 氣

作 用 ノ・種 々ニ シテ ー 部 分 ノ・神 経 ノ影 響 ヲ蒙 ルレコ トア

リ、 蓄 量 ノ壇 加 ヲ示 ス モ ノ ニ於 テ ノ・、 蓮 動 代 謝 障 碍

ヲ示 シ、 肺 活 量 ノ 減 少 ニ於 テ ・・輩 二神 経 作 用 ニ基 ク

場 合 ア リ｡叉 病 理 的1化 僅 少 ナ ルレニ拘 ラ ズ 高 度 ノi運

動 代 謝 障 碍 ヲ示 ス場 合 ア リ｡(矢 部 抄)

1エ オ ジ ン」嗜好 氣管 枝 炎 ノ知 見

RobertBlum,ZuTKenntnisdeseorinophilen

Bronchialkatarrks.

32年 前TeichmUllerニ ヨ リ叙述 セ ラ レクルレ 昭エ オ ジ

ン」 嗜 好 氣 管枝 炎 ニ就 テ、 最 近 縄験 シ タ ルレ6例 ニ就

テ 記載 シ、 本 症 ・・1レ ン トゲ ン」槍 査 ニ テ病 攣 ヲ示 サ

ズ、 呼 吸 困難 ヲ示 ス モ ノ ニ テ、 喀 疾 中 ニ 「エ オ ジ ン」

嗜 好 細 胞 ヲ見 、血 像 ニ テ 「エ オ ジ ン」嗜 好 細 胞 増 加(10

%-30%)ヲ 示 ス モ ノニ テ、 本 症 ノ・氣 管 枝 喘,自、ニ ン

テ 、描 搦 ヲ訣 ケルレモ ノ ー シ テ 豫 後 佳 良 ノモ ノナ リ ト

認 ム｡(矢 部 抄)

フ リー ド レンデ ル氏 肺 炎 二就 テ

KurtSchlapper,VberFriedlander-Pneumonien.

30歳 ノ女 子 突 然 呼 吸 困難 ト胸 痛 トヲ昼 工、 肋 膜 炎 ト

診 噺 セ ラ レ入 院 セ リ｡「レ ン トゲ ン」所 見 ニ テ重 症 肺 結

核 ト認 メ ラ レ人 工氣 胸 ヲ行 フ ー 一 般 症 状 悪 化 シ6回

ニ テ 中止 ス 、 病 状 ノ重 症 ナルレ ニ 毎 常 結 核 菌 陰 性 ナ ルレ

コ トヲ稀有 ト・Yクルレニ、 間違 ナ キFriedlande菌 ヲ登

見 シタ リ｡(矢 部 抄)

肺 療 養 所 ル跡 磐 キ蝋 中 ル病 原菌 ノ存 否 二就 テ

W.Zeun,OberdasVorkommenpathogener

KeimeinGebranchtemBohnerwachsvon

Lungensanatorien.

SanatorienAlteinノ 床 ノ磨 蝋 ヲ探 取 シ、 培 養 ト動 物

試 験 ト、 鼠 ニ ヨ ルレ飼 養 試験 トヲ行 ヘ ルレ ・:一一・、 磨 蝋1瓦

ニ12億 ノ細 菌 ヲ機 見 シ タ ルレモ ソ ノ中 生活 力 ヲ 保 存

セ ルレモ ノ・・0・069%ノ ミナ リキ、 病 原 菌 特 ニ結 核 菌

ヲ登 見 セ ザ リキ、7週 間飼 養 セ ルレ兎 ヲ解 剖 セ ルレニ結

核 病 攣iヲ認 メザ リキ｡(矢 部 抄)

タ カ タ氏 反 癒 ニ就 テ

FranzPongor,UberdieTakata.Reaktion.

Takata氏 ノ・血 清 ヲ食 璽 水 ニ テ8本 ノ試 験 管 ニ倍 数 稀

繹 ニ テ256倍 マ デ稀繹 シ、 各 ニ10%ノ 重 曹0.25aa

ヲ加 へ 、 コ レニ新 ニ製 リク ルレタ カク 氏液(0.5%昇 禾

録 【第10巻

水 、0.2%「 フク シ ン」液 等 量)0.3ccヲ 加 へ、30分 、

2時 間 、24時 間 ニ沈 澱 ノ量 ヲ見 陽性 率 ヲ 定 メ タ ルレ

ヲ改 良 シテ、24時 間 後 ニ於 ケ ルレ沈 澱 ノ高 サ ヲmmニ

テ計 リ、8本 ノ試 試 管 ノ高 サ ヲ曲 線 ニ蚕 キ10mm以

上 ニ至 レルレモ ノ ヲ 陽 性 ト シタ ルレニ、262例 ノ活 動 性

疾 患 ニ テ タ カタ陽 性83.5%、 コス ク 陽性89・3%、

赤 沈 陽 性9096、222例 ノ空洞 例 ニ テ、 タ カ タ陽 性

865%、 コス タ陽 性89.3%、 赤 沈 陽 性90.1%、

199例 ノ結 核 菌 陽 性 患 者 一 テ、 タ カ タ陽 性90%、

コス タ陽 性92%、 赤沈 陽性93,5%ナ リキ｡

(矢 部 抄)

人 工 氣 胸 二合併 セル特 獲 性 氣 胸 ニ シテ良 好

ナ ル経 過 ヲFレ ル1例

DemetriosWesiroglu,EinFallvonSpontanpn-

eumothoraxbeikhnstlichemPneumotborax

mitgutemAusgang.

18歳 ノ男 子｡雨 側潰 瘍性 繊 維 性 肺結 核｡右 ノ・空洞 ヲ

有 セ ルレ滲 出 性 病像 、 左 ・・上葉 ニ殆 ン ド披 が レルレ圭 ト

シテ壇 殖 性 病 像｡右 側 ニ氣 胸 ヲ行 ヒ、 虚 脱 ヨ ク、 一

般 症 状 佳良 ナ リ シモ、 左 ニ空 洞 ヲ生 ジ 経 過 不 良 トナ

レルレヲ以 テ、 更 二左 ニ氣 胸 ヲ行 ヒ、 圓 滑 ニ300αc・ 、

氣 胸 ヲ行 フ事 ヲ得 クルレニ.・.-3時間 後 ニ呼 吸 困 難 、 「チ

ア ノー ぜ」 ヲ生 ズ｡特 號 性 氣 胸 ナルレヲ 以 テ 、 直 チニ

1500aa、 吸 出 セルレモ、 直 チ ニ氣 胸 症 状 ヲ呈 セルレヲ以

テ、 ザ ルレモ ン ド氏 ノ針 ヲ常 置 セ ルレ ニ30時 間後 内踵

陰 麗 トナ リ、 患 者 ・・恢 復 セ リ｡(矢 部 抄)

ザ ウ エ ル ブルッ フ、 ヘ ル マ ンス ドル フェ ル、

ゲ ル ソ ンニ ヨ ル肺 結 核 ル榮 養療 法

A.SyllaundG.sch6ne:ZurErntihrungsbehaii-

delungderLungentuberkulosenachSauerbru-

ch・Herrmannsdorfer-Gersen.(S.H.G.)

2年 間 ニ72例 ノ肺結 核 患 者 ニ封 シ テ 同療 法 ヲ施 行

セ リ、 此 中、23例(21.3%)ノ ・良好 ナ ルレ結 果 ヲ得 タ

ルレモ此 大 部 分 が、 増 殖 硬結 型 ナ ルレ事 ヲ 顧 慮 ス レバ何

等 良 好 ナ ルレ成 績 ト云 フ事 ヲ得 ナ イ、 從 ツ テ、 此 食 餌

療 法 ノ・肺 結 核 ノ 治 療 法 トシテi新 シ キ進 歩 デ ノ・ナ イ、

此 治 療 法 ノ明確 ナルレ適 慮症 モ定 ム ルレ事 が 出來 ナ イ、

著 者 ノ・此 食 餌療 法 ノ前 後 ニ 於 テ 血 液 、 尿 ノ所 見 ヲ比

較 ンタ ガ血 液 「カルレシ ウム」量 ノ外 ノ・何 等 一 定 ノ方 向

ノ攣 化 ヲ示 サ ナ イ、 「カルレシ ウム」量 ノ・此 治 療 法 ニ ヨ

リテ高 マ ルレガ是 レ が治 療 的意 義 ヲ有 ス ルレ ヤ 否 ヤ ノ・明

カデ ナ イ｡倦 木 抄)



第12號 】 抄 録 667

ゲ ル リ ン.ザ ウ エ ル ブルツ フ、 ヘ ル マ ンス 、

ドル フヱ ル氏 食 餌 ヲ以 テス ル臨跡 賓 験

Drosdek:PraktiseheErfahrungenmit

derGerson-Sauebruch・Herrmannsdorfer-Diat .

50例 ノ患 者 ニ於 ケ ルレ實 験 報 告 デ ア ルレ｡

{豊重 ノ培 加 奉 ノ、著 明 デ ナ イ、 叉 培 加 シテ モ 培 悪 セ ルレ

場 合 が ア ルレ、 喀 疾 量 ノ減 少 ヲ云 フ人 モ ア ルレガ著 者 ノ・

是 レヲ確 メ ルレ事 が出來 ナ イ、 饅 温、 脈搏 数 ノ下降 或

ヒ ・・減 少 モ ナ イ、 赤 血球 沈 降速 度 ガ速 カ ニナ ルレト云

フ報 告 ノ・多 数 ア ルレが、 カ ・ルレ事 モ ナ イ、 一般 状 態 ト

平行 ス ルレ｡

一 般 二 見 テ此 食 餌 療 法 ノ敷 果 ハ否 定 ス 可 キデ アルレ ト

シテ居 ルレ｡(春 木 抄)

ZeitschriftfarTuberkuloseBd.60,H｡2,1931.

結 核 症 二劃 ス ル冤 疫 ノ根 披 如 何?

ErikHedval1:WoraufbemhtdieImmunitat

gegenTuberkulose?

結 核 症 ニ際 シ テ免疫 現 象 ヲ 如 何 ニ捕 捉 シ得 ルレカ?ナ

ルレ疑 問 ノ下 ニ著 者 ノ ナ セ ルレ講i演 ニ シ テ、 著 者 ノ原

著EinBeitragzurFragedesMechanismusder

ImmunitatgegenTuberkulose,ActaSocietatis

MedicorumSuecanae(56)・1930,8・1-一 一113ヲ 基 礎 ト

シテ述 ベ タ ルレモ ノナ リ｡

從 來 免疫 現 象 ノー 部 トシテ 考 ヘ ラ レタ ルレモ ノ ヲ禮 液

反 晦 ト細 胞 反 鷹 トニ分 チ、膿 液 反 旛 中、凝 集 、析 紫、

補 艦 、 食 菌等 ノ諸 反鷹 ノ・免疫 ノ程 度 ヲ 直 接 或 ノ・間 接

ニ 示 ス モ ノニ 非 ズ｡卸 事 實 上 感 染 ニ封 シテ免 疫 高度

ナ ルレ動 物 ニ モ之 等 ヲ鉄 キ、 或 ノ・強度 ニ 示 ス モ ノ 少 ナ

カ ラズ｡故 ニ之 等 ノ抗 膿 ハ何 レ モ 免 疫 現 象 ニ非 ズ｡

」又細 菌 溶 解 作 用 ト考 ヘ ラ レタルレ、結 核 菌 ヲ 腹 腔 内 二

入 レテ清 失 ス ルレ現 象 ・・溶 解 ニ非 ズ シ テ、 大 網 ニ吸 牧

セ ラルレ ・モ ノナ ルレコ トヲBurnet,Calmette等 ノ業 績

ヲ惹 イテ1主意 セ リ｡

細 胞 ノ反 磨 トシテ ノ・多 核 白血 球 、 淋 巴 球 、 組織 球 等

ガ免 疫 現 象 ヲ示 ス モ ノ ト考 ヘ ラ レタ ルレ モ、實 験 上 之

等 ニ モ何 等 ノ確 詮 ナ シ｡故 ニ上 ニ述 ベ ク ルレモ ノー ト

シテ免 疫 ヲ示 ス モ ノニ非 ズ｡

著 者 ノ・膿 液 反 懸 トシテ ハ、Pettersonノct-(Buchner

氏Alexin)及 ビ β・Lysinヲ 用 ヒ、 動 物 實 験 ニ ヨ リテ、

債 ノ上 昇 ヲ検 セ ルレニ共 何 レニ モ上 昇 ヲ示 サ ズ｡叉 淋

巴 球 、 多 核 白血 球 、 組 織 球 等 ヲ各 別 ニ探 集 ンテ、 抗

菌 現 象 ノ遅 昇 ヲ検 セ ルレニ之 等 モ亦 成 績 陰 性 ナ リ｡即 、

結 核 症 ニ封 ス ルレ免 疫 トノ・結 核菌 ニ封 ス ルレ殺 菌 作 用 ノ

塘 強 ニ非 ズ シ テ、 何 等物 理 化學 的攣 化 ニ ョ リテ、 細

胞 ガ結 核 菌 ニ封 ス ルレ感 度 ヲ低 下 シ、 爲 メ ニ容 易 ニ結

核 結 節 ヲ形 成 セ ザ ルレニ至 ルレ状 態 トナ ルレモ ノ ナ リ｡此

際 結 核 菌 ノ・Saprophytenノ 或 ルレi種ノ如 キ状 態 トナ

リ、 毒 力 ヲ充 分 保 存 セ ルレモ、 非 特 殊 性 酵 素 ニ 笥 リテ

融解 セ ラルレ ・カ、 或 ノ・叉 腎、 腸 等 ヨ リ排 出 サ ルレ ・モ

ノナ リ ト結 論 セ リ｡(岡 抄)

結 核 症 二剴 ス ル實 験 的 冤 疫 生 起 試 駿

J.BUrgers(K6nigsberg):Ex.perimentelle

ImmunisiemngsversuchegegenTuberkulose.

家 兎及 ビ天 竺 鼠 ヲ實 験 動 物 ト シテ、Schr6derノ 胸 腺

「エ キ ス」(Thymus-extrakt:FirmaSchering)二 就 テ
｡

経 皮並 ニ皮 下 注 入 ニ ョ ルレ 免疫 現 象 ヲ試験 セ ルレモ ノナ

リ｡(Schr6der:D・M・W・1927,N・24)其 何 レモ特

別 ナ ルレ免 疫現 象 ヲ現 ・・サ ・一 リ キ｡但 シ著 者 ノ・接 種 ニ

用 ヒタ ルレ菌 ノ毒 力 ガ充 分 弱 メ居 ラ ザ リ シ 爲 メ ナ ルレ可

キ ヵ ト附 記 セ リ｡(岡 抄)

「カ タ リザ ン
」療 法 月脛 験

HannsAlexander(Agra):Erfahrungen

mitCatalysanbehandlung.

Catalysanノ ・Weichardt(Z・Tbk・Bd・53,H・1)ノ 登

表 セ ルレモ ノニ シテ 「ビ ウ レヅト」反 晦 陰 性 ナ ルレ結 核 菌

ヨ リリ得 タ ルレ 濾 過 性 有 機 物 ナ リ｡濃 度1及U"llア1リ｡

36例 ニ就 テ1ケ 月 ヨ リ1年9ケ 月 ニ亙 リ治療 ヲ試 ミ

ク ルレモ ノ ナ リ｡副 作用 ヲ見 ザ リキ｡成 績 大膿 二於 テ

可 良｡病 歴 ヲ掲 載 セ リ｡綴 績 シ テ 研 究 ス ルレ償 値 ア リ

ト記 セ ルレ モ、 三衝著 者 ノ・結 核 症 ノ新治 療 刺 ノ便 値 、 無

債 値 ノ批 剣 ニ 當 リテ ノ・、 経 験 ヲ積 ム ニ從 ヒ テ批剣 控

へ 目ニ ナ ルレヲ常 トス ト追 記 セ リ｡(岡 抄)

4)結 核 症 血 清 剤 「タ ナ トフ チ ジ ン」=

關 ス ル経 験 追 補

H.Fecht:WeitereErfahrungenmitdem

TuberkuloseserumThaTnatophthisin.

著 者 ・・嘗 テ216例 ニ就 テ報 告 セ リ(Z・Tbk・Bd・54,

H.5)｡今 同 ノ・55例 ヲ加 へ、6年 間 ニ ナ セ ルレ271例

ヲ線 括 セ リ｡注 射 ・・14日 間 隔 ニテ10乃 至15同

ヲ越 エザ ルレ コ ト｡小 兇 ノ・成 人 量 ノ十 分 一 ナ リ｡無 害
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ナ リキ｡臨 殊 的 治 癒 大 盟30%ナ リ ト 云 フ｡材 料 ヲ

ミルレニ 硬 化 性 培 殖 性72例(臨 脈 的 治、49)、 培 殖 性

空 洞 性40例(臨 林 的 治、12)(174例 ノ統 計)｡

著 者 ノ・同 蜘 ノ愛 好 者 ナ ルレ可 キ カ｡増 悪例 現 在13.4

乃 至38・1%ナ ルレモ、 將 來24%ニ 下 ルレ可 シ｡或 ノ・

塙 悪 ノ・同刺 ノ爲 メニ 非 ズ 等 ノ辮 護 ヲナ セ リ｡

(岡抄)

肋 膜 淋 巴 節 ル結 核 症 二就 テ

RichardRoots:UberdieTuberkuloseder

pleuralenLymphkn6tchen.

肋 膜 淋 巴節 ノ結 核 症 ノ意 義 ニ就 テAndersガ1929

年 濁 逸 病 理 學 會 席 上 ニ テ、之 レが初 期 攣 化 群 トシテ 、

及 ビ再 感 染 竈 ト シ テ、 臨 休 的 ニ所 謂 早期 浸 潤 ナ ルレモ

ノ ヲ生 ズ ルレ場 所 ナ ルレコ トヲ述 べ テ 注 意 ヲ喚 起 セ リ｡

其 後 之 レガ追 試 ヲ登 表 セ ルレモ ノナ カ リ シ が、 著 者 ・・

Graz市 ノBeitzke教 室 指 導 ノ下 ニ其 當 否 ヲ研 究 セ

リ｡材 料 ノ・Graz入 學 病 理學 教 室 ニ テ剖 検 セ ルレ35歳

以 上 ノ200例 ニ ・Yテ、 死 因 ガ"結核 症 ナ ラザ ルレモ ノヲ

圭 トシテ選 ベ リ｡此 等 ノ例 ニ見 出 セ ルレ総 テ ノ同淋 巴

節 ヲ漏 サ ズ集 メ タ ノレニ46例 ニ147個 ヲ見 出 セ リ｡

他 ノ154例 ニ ノ・見 出 シ得 ザ リキ、 胡 椒 賓 大 以上 ノ大

サ ヲ有 ス ルレモ ノノ・稀 ニ シ テ、 大 部 分 ・・芥 子粒 位 ノ甚

小 ナ ルレモ ノナ リキ｡此 肉 眼 的 ニ 得 ク ルレ 材 料 中、 組 織

學 的 ニ肋 膜 下 ・ 肺 内結 核 竈 ナ リ シモ ノ11個 、 肋 膜

ニ在 リテ淋 巴 節 ナ ラザ リシ モ ノ36個 ナ リキe部 チ

残 鍛 ノ100個 ノ病 攣 ヲ見 ルレニ、17個 ノ・攣 化 ナ キ カ、

或 ・・僅 小 ニ シテ、31個 ・・輕 度 若 ク ・・中 等度 ノ炭 粉 沈

著 ヲ示 ス ニ止 レ リ｡54個 ノ・炭 粉 沈 著 高 度 ニ シテ且 結

締 織 増殖 著 明 ナ リ｡然 レ ドモ是 等 二 ・・何 等 結 核 竈 叉

・・其 遺 残 ト認 ム可 キモ ノ ヲ 見 ズ｡部 チ僅 カ ニ8個 内

ニ大 禮 圓 形 ナ ルレ｡多 少 硝 子 様 化 セ'レ巖 痕 ヲ見 出 セ ルレ

ノ ミニ シテ、 結 核 性 肉芽 組 織 ヲ登 見 シ得 クルレ モ ノ全

然 ナ シ｡k者 ・・此 内 ノ7例 ニ就 テ所 見 ヲ 記 蔵 セ リ｡

是 等 全 部 ヲ假 リ ー 結 核 性 トス ルレモ其 数 甚 ダ少 キ ニ、

實 際 上 ノ所 見 ・・是 等 ヲ必 シモ結 核性 二 蹄 ス ルレ ヲ 得

ズ、Grazノ 周 園 ・・所 謂Kalkalpニ シテ、 是 等 ノ病

攣 ハ多 ク ノ・石 粉 、 特 ニ硅 石 粉 ニ起 因 スルレモ ノナ リ｡

著 者 ・・肺 血 流 ニ關 ス ルレ 諸 文 献 ヲ考 慮 ン、 叉粟 粒 結 核

症 ニ際 ス ルレ肋 膜 淋 巴 節 ノ所 見 ヲ惹 イ テ 、 此 淋 巴 節 ノ

血 行 性 ニ結 核 症 三罹 患 スルレコ ト ヲ否 定 セ リ｡爾 ホ從

來 ノ初 期 攣 化 群 ニ於 ケ ルレ治 癒 、配 布 、菌 等 ノ報 告 ヲ

綜 合 シ、Anders及 ビ其 ノ下 ニ成 レルレSchw6eノ 訊 ・・
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卒 ノ高 キニ過 グ ルレコ ト ヲ 注 意 シ、 且 ツ肋 膜 淋 巴 節 ナ

ルレモ ノ・・結 核 症 ノ臨 林 ニ於 ケ ルレ 實 際 的債 値 ニ乏 シ キ

モ ノナ リ トセ リ｡Andersノ 説 ニ 反封 セ ルレー 報告 ニ シ

テ興 味 多 シ｡(岡 抄)

塵 肺｡結 核 症 ヲ伴 ヘ ル塵 肺 及 ビ

塵 肺結 核 症 二封 ス ル素 因 二就 テ

FranzIkert(Gumbinnen):VberdieDisposition

zurStaublunge,zurStaublungemitTuberkulose

undzurStaublungentuberkulose.

著 者 ノ・嚢 ニ 多年Mansfeldノ 結 核 救 護 所 ノ所 長 トシ

テ、 此 問 題 ヲ研 究 シ、 既 ニTbkl・bibl.N.15(1924)、

Staublungeu.-tbc.(1928)等 ノ著 書 ノ他 、Erg.d.ges.

Tbk-forschg,Bd.1〈1930),Beitr.K1.Tbk.B.72

(1929)等 ニ此 問 題 ニ關 ス ルレ研 究 ヲ登 表 セ リ｡本 論 文

・・以 上 ノ立場 ヨ リMansfeldノ 材 料 ヲ整 理 セ ルレモ ノ

ナ リ｡2章 ヨ リ成 リ、 第1章 ノ・文 厭 ノ綜 説 ニ シテ、

第2章 ノ・10年 間 ノ統 計 的減 察 ナ リ｡例 数839、 此

内709例 ・・Redekerガ"Sigaudノ 分 類 法 ニ從 テ健

型 ヲ分 テ ルレモ ノナ リ｡3表 ア リ｡肺 病 憂(「 レ ン トゲ

ン」 像 ニ ヨ リ著 者 ノ分 類 法 ニ從 テ程 度 ヲ三 階 ニ分 チ、

之 レニ結 核 症 ノ随 件 ヲ 加 フ)ト 禮 型 、 年 齢 、 從i業年

限(銅 鑛)ノ 關係 ヲ示 セ リ｡同 一 鑛 易 ニ テ、 同一 ノ有

害 塵 二曝 サ レク ルレモ ノ ・問 ニ 起 ルレ塵肺 ノ状 況 軍 一 ナ

ラズ｡又 塵 ノ種 類 、 量 ノ比 較 ニ於 テ モ 亦 然 リ｡之 レ

個禮 ノ素 因 ニ依 ルレモ ノナ リ｡膿 型 ヨ リ 見 レ バ 第3

度 ノ塵肺 ・・｡Leptosomenニ 最 多 ク、Pyknisch及 ビ

Pyknisch-muskul乞rニ 最 少 シ｡年 齢 ヨ リ観 レ バ 第1

度 ノ・若年 二多 ク、老 年 ニ ・・第3度 多 シ(同 年 限 從 業 ス

ルレモ,,、 結 核 症 ノ随 件 ・・若 年 ニ多 シ｡從 業 年 ヨ リ襯 レ

バ年 ヲ経 ルレニ從 テ、 程 度 ヲ塘 ス モ、Leptosomenニ

重 ク、Muskular-pyknischニ 輕 シ｡結 核 症 ノ随 件 ノ・「レ

ン トゲ ン」 一 ヨ リテ 明 カニ分 チ得 ルレモ ノ ト 然 ラザ ルレ・

モ ノ トア リ｡本 研 究 ノ・未 ダ 蓋 サ レ ザ レ モ、 概 シテ

Leptosomen・ ・塵 肺 、 結 核 症 共 ニ素 因多 キ モ ノ ト考

ヘ ラ ルレ｡(岡 抄)

油 胸 ノ適 照 症 卜其 手 技 トニ就 テ

EgonWaltuch(Grimmenstein):ZurIndikation

undTechnikdesOleothorax.

適 磨 症 ノ部 ヲ4部 ニ 分 チ、 第1、 氣 胸 ニ代 ルレ揚 合｡

氣 胸 ノ早 期 癒 著 ヲ防 グ 目的 ノ爲 メ(1'oleothoraxantis-

ymphysaire)、 空 洞 壁 ノ抵 抗 強 ク氣 胸 ノ ミニ テ・・歴 縮

シ得 ザルレ場 合(1,01eothoraxcompressiv)、 氣 胸 ニ際 シ
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テ 空 氣 ノ吸 攻 鹸 リニ速 カ ナルレ場 合 、 縦 隔 賓 絵 リニ抵

抗 弱 キ リ・キ(雨 側 性 油胸 一Ascoli)、 種 々ナルレ理 由 ニテ

人 工氣 胸 ヲ績 ケ得 ザルレ揚 合(SocialeIndikation) ｡第

2・ 横 隔 膜 神 経捻 除 術 ニ際 ン充 分 目的 ヲ達 シ 得 ザルレ

場 合｡第3、 肋 膜 癒 著 切噺(PleurolysenachJacoba.

eUS)・ ・-方法 簡 易 ナ ラ ズ、 一 般 ニ行 ヒ 難 シ｡故 ニ 之 レ

ニ代 リ テ 油 胸 ヲ行 フ トキ ・・屡 々同一 ノ目的 ヲ達 ス
｡

第4、 胸 廓 成 形 術 ・・最 後 ノ方 法 ニ シ テ、之 レニ先 チ

テ探 リ得 可 キ方 法 ノ考 へ得 ラルレ ・モ ノア ラバ先 ヅ 之

ヲ試 ミザ ルレ可 カ ラズ(Maend1)｡其 一 法 ト シテ油 胸 ア

リ｡

手 技 トシテ著 者 ・・Franckノ 人 工氣 胸 器 ニSalomon

氏 ノ穿 刺 針 ヲ使 用 ス｡2・5%Jodipin61Merck)ヲ 始

メ25-30c・c・ 入 レ、 数 日後100--200cc・ ヲ追 加 シ行 ク

モ ノナ リ｡腿 ヲ陽膣 ニ ナ ス 事 ヲ避 ワ可 ン｡油 量 不 充

分 ナ ルレ モ、 空 氣 ・・牧 吸 サ レ行 キ、 滲 出液 出 デ ・油 ヲ

膣 シ上 グ ルレ爲 メ 目的 ヲ達 シ得 ベ シ｡(岡 抄)

肺 結 核 症 喀 疲 中 ノ結 核 菌 ノ生 死 ル量 的 計 測 法

EgonButschowitz(Arosa):Methodezur

quantitativenBestimmungdertotenund

IebendenTuberkelbazilleninPhthisikersputum.

著 者 ・・結 核 菌 浮 游 液 内 ノ生 菌 量 ノ計 測 法 ヲZ.Tbk.

Bd.55(1929)ニ 獲 表 セ リ｡同 方 法 ヲ喀 淡 ニ鷹 用 セルレ

モ ノ ナ リ｡要 領 ノ・早朝 ノ喀fA1--2gr.ヲBlocksch-

51chenニ 探 取 シ、4%苛 性 曹 達 ヲ2-2.esc.c.加 ヘ テ

均 等 液 トナ ス｡之 レ ニ 「フェ ノー ルレフ ク レイ ン」1滴

ヲ滴 下 シ、 次 デ定 規 盤 酸 ニ テ旗 重 ニ 時 間 ヲ費 シテ、

中性 ノ直 前迄 「ア ル カ リ」性 ヲ減 少 ス｡之 レニ 「パ ン」

用 酵 母 ノ浮 游 液 ヲ 加 へ、 酵 母 ト ノ比 ヲ測 定 シテ算 出

ス｡著 者 ノ算 式 ア リ｡(岡 抄)

TheAmericanReviewofTubercu]osis,Vol .XXV,No.5.May.1932.

R1.結 核 菌 系 ル來 歴 二就 テ

LeroyU.Gardner:TheHistorvoftheR1.

StrainofTubercleBac1llus.

SaranacLabaTatoryニ 於 テ、R1ナ ルレ名稚 デ知 ラ レ

テ オ リ、 且 ツ.叉廣 ク 使用 サ レテ オルレ｡此 ノ 結 核 菌 系

ノ・ヨ リ詳 細 ナ ルレ來 歴 ノ記載 ヲ要 ス ルレモ ノデ ア ルレ｡本

菌 ・・Dr.Trudeanガ"1S9】 年 ニ粟 粒 結 核 デ死 亡 シタ

患 者 カ ラ分 離 シク モ ノデ ア ルレ、 初 メ家 兎 二 注射 サ レ

タ モ ノデ ソ レ ヨ リ得 ク第1ノsubcultureヲR1ト 命

名 シ績 イ テ本 菌 系 ヲ総 ベ テR1ト 呼 ング ノデ ア ルレ｡

本 菌 ・・他 ノ結 核 菌 系 ト異 リ長 イ期 間 ノ人 工 培 養 二 依

ツ テ ソ ノ感 染 力 ヲ全 ク消失 ンク様 ナ事 ・・無 イ ト 言 ノ・

レテ居 ルレ｡

Dr.Trudeanノ 研 究 室 ノ・1893年 火 災 ニ 依 ッ テ全 ク

灰 燈 ニ蹄 シク が 同氏 が 友 人達 二逡 ツ ク 本 菌 ノ移 植 培

養 ニ依 ツ テ 本 菌 系 ヲ絶 ヤ サ ズ ニ残 ス コ トガ 出來 タ、

動 物 ニ劉 ス ルレ本菌 系 ノ毒 力 ノ・他 ト多少 異 ルレモ ノ ガ ア

ルレ即 チ 分 離 後2年 間 家 兎 ヤ海 狸 二封 シ病 原 性 ヲ有 ス

ルレモ6年 後 ニ ナ ルレ ト 普 通 量 デノ・家 兎 ヲ殺 シ得 ズ且 ツ

叉 海 猿 ニ封 シテ ノ・僅 カ ノ 慢 性 損 傷 ヲ起 ス ニ過 ギナ カ

ツ ク、 績 イ テ笹 、 猿 、 馬 其 ノ他 ノ ー大 動物 ニ接 種 シク

ガ全 身1生結 核 ヲ起 シク コ ト・・ナ イ、 但 シ40年 ノ人工

培 養 間 モ海 狸 ニ劃'ス ルレ病 原 性 ヲ失 ハ ズ ニ或 ルレ程 度 存

績 セ シメ テ居 ッ 久 但 シ之 ・・一 定不 憂 ノモ ノデ ハ ナ

ク 多少 ノ強 弱 ノ'ア ツ タ｡R1結 核菌 系 ノ根 源 ハ爾 ホ

確 定 シテ居 ラ ヌ 帥 チ牛 型 菌 ト思 ・・レルレ様 ナ所 モ アルレ

ガヌ伺 様 ニ之 ニ反 ス ルレ様 ナ事 實 モ ア ルレ｡

(伊 藤 嘉 抄)

AmericanSanatoriumAssociationニ

依 ッ テ提 唱 サ レタ騨 止 性 肺 結 核 ル分 類

方 法 ル概 念 二封 ス ル異 議

LoulsH.Fales:Aprotestagainstthe 、conception

ofarrestinPulmonaryTuberculosisasontlined

bytheclassificationoftheAmericanSanatori・

umAssociation.

現在 ノAmericanSanatoriumAssociationノ 分 類 法

ノ・暖昧 ナ ク メ ニ未 グ カ ツ テ 完 全 ナ コ トノ・無 カツ タ
、

其 上最 近10年 間 ニ於 ケルレ肺 結 核 ニi封ス ルレ我 々 ノ知 識

ガ進 歩 シテ居 ルレク メ ニ 此 法 ノ・至 ツ テ不 十 分 ナ モ ノニ

ナ ツ テ居 ルレ｡肺 結 核 症 ノ・潜 在 性 ノモ ノデ ア リリ」叉静 止

ニ依 ッテ 患 者 バ カナ リ良 好 ナ ル 状 態 ヲ示 ス モ ノデ ア

ルレカ ヲ肺 組 織 ノ墜 化 ニ比 例 ス ルレモ ノデ ノ・ ナ イ、 夫 故

一身 膿症 状 ノ・静 止 状 態 ヲ決 定 ス ルレク メ ニ ノ・大 シ タ 参

考 ニ・・ナ ラ ナ ィ、 之 ニ反 シ結 核 症 ノ タ メ ニ確 カニ 由

來 シ テ ナルレ均 禮 症 状 ノ・肺 ノ活 動 性 ヲ 表 現 ス ルレモ ノ ト

考 ヘ テ 良 イ｡理 學 的 症 状 殊 ニ肺 ノ ロ蝿 音 ハ結 核 病 症

ノ進 行 モ退 行 ヲ モ 決 定 ス ルレ債値 ・・ナ イ故 ニ分 類 方 法

一入 レルレベ キモ ノデ ・・ナ イ
｡病 竈 ノ静 止 或 ノ・治 癒 ヲ

決 定 ス ルレ圭 ナ ルレ慷 リ所 ハ 「レ ン トゲ ン」 デ アッ テ、 之

・・分 類 法 中卓 越 シ タ ルレ地 位 ヲ占 ム ベキ ノデ ア ルレ
、 吾
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人 ガ或 ルレ間隔 ノ元 ニ 於 テ引 キ績 キ影 爲 ・シ タ 「レ ン ト

ゲ ン」 影 像 ヲ比 較 シテ、 ソ ノ 病 症 が硬 化叉 ノ・繊 維 化

サ レタ コ トヲ見 、6ケ 月 間 モ安 定 状 態 ヲ示 シ テ 居 ツ

タ コ トヲ見 タ ナ ラ バ 其 庭 ・・静 止 状 ニ アルレコ トヲ知 リ

得 ルレ、 殊 ニ6ケ 月 間 モ経 過 シテ注 意 深 キ 運 動 ニ依 ツ

テ モ再 ビ ソノ病 竈 が活 動 シナ イ ト知 ツ ク ナ ラ バ 殊 ニ

然 リデ ア ルレ｡

今 後 ノ分 類 法 ノ・輩 ニ病 症 ニバ カ リ重 キ ヲ 置 ヵズ ニ現

在 ア ル種 々ナ ルレ 結 核病 型 ヲ考 慮 ニ入 レルレコ ト・・必要

デ ア ルレ、 之 ・・軍 ニ豫 後 到 定 ヤ治 療 方 針 ヲ 決 定 ス ルレ上

二 大 切 デ ア ルレバ カ リデ ナ ク臨 抹 家 、 「レ ン トゲ ン」 學

=者、=病理 學 者 等 ニ モ共 通 ナ ルレNomenclatureヲ 示 ス

ニ 便 宜 デ ア ルレ｡伊 藤 嘉 抄)

舟欺 肩押 骨 卜肺 結 核症 ル關 係 二就 テ

(Missouri州 立 療 養 院 二於 テ施 行 セ ル325人

二封 ス ル観 察1930年)

HardyA.Kemp:ScaphoidScapulaandPul・

monaryTuberculosis.

(aSurveyof325CasesattkeMissouriState

Sanatolうum.1930)

Grave氏 ノ・年 齢 ト肩 脾 骨 ノ種 々ナ ルレ 型 ノ間 ノ關 係 ヲ

研 究 シ、 健 康 者 ト思 ノ・レルレ人 々ニ於 テ ・・幼 年 時 代(6

歳 カラ15歳 迄 ンニ 凹面 型 ガ多 ク、 老年 時 代(60歳 以

上)ニ 於 テ ノ・凸面 型 ガ多 イ コ トヲ観 察 シ ク、 」又更 ラ

ニ肩 脾 骨 ト精 榊 ヤ肉 膿 的 關 係 ヲ研 究 シ タ、 肩 脾 骨 ト

結 核 トノ關係 ヲ研 究 シタ 人 々・・少 ナ イ｡著 者 ・・之 ニ

留 意 シMissouri州MountVernonニ 在 ルレMissouri

州 立療 養 所 ニ居 ルレ325名 ノ肺 結 核 患 者 ニ封 シテ 肩 脾

骨 ト年 齢 的 關 係 ヲ研 究 シタ、 ソ ノ 結 果 舟状 肩 脚 骨 ノ・

結 核 ニ感 染 シ安 イ禮 格 ノ標 準 デ ア ルレ ト言 フ事 實 ヲ 見

出 シクn年 齢 的關 係 ヲ言 ヘ バ舟 状 肩 脾 骨 ノ・20年 代迄

ノ・既 ニ號 表 サ レテ 才 ルレ 健 康 者 ノモ ノ 笥 リモ高 イ%ニ

表 ノ・レ、30年 代 デノ・前 代 ヨ リ・・少 ナ イ が ヤ ノ・リ同 年

代 ノ健 康 者 ヨ リモ 多 イ｡著 者 ノ観 察 ニ依 レ バ 舟 状肩

脾 骨 ヤ肩 脾 骨 ノ混 合 型 ノ・結 核 ニ感 染 シ安 イ様 ニ 思 ノ・

レルレ、 ナ ン トナ レバ此 ノ型 ノ人 々 ノ・療 養 院 中 ノ大 多

数 ニ 見受 ケ ラ レタ カ ラデ ア ルレ、 叉 凸 面 型 ノ・結 核 ニ封

シテ抵 抗 力 ガ強 イ標 二思 ・・レルレ、 ナ ン トナ レ バ 是 等

ノ型 ノ人 々 ノ・恢 復期 ノ患 者 ニ多 ク 見受 ケ ラ レルレカ ラ

デ ア ルレ｡(伊 藤 嘉 抄)

耐 酸 性 菌 ル睾 丸 内 接種 二依 ル組 織 反 賑 ル

此 較 ニ就 テ
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EsmondR.LongandArthurJ.Vorwald:A

Compa㎡sonofTissueReactionstoTesticular

InoculationofAcid・FastBacilli.

i著者 ・・睾丸 内接 種 ニ依 ル 耐 酸 性 菌 ノ組織 反 磨 ヲ研 究

セ ン トシ テ 人型 結 核菌 、 牛 型 結核 菌 、 鳥 型 結 核 菌 、

冷 血 動 物 結 核 菌 、 恥 垢 菌 、 「チ モ ー テ」菌 等 ノ培養 ヲ

0.1mgm取 リ0.3cα ノ生 理 的 食 盛 水 ニ テ浮 游 液 ヲ作

リ之 ヲ500gmノ 海 猿 ノ左 側 睾 丸 ニ注 射 セ リ｡i著 者

ノ・各 菌 注 射 後 夫 々動 物 ヲ1時 間 、6時 間 、72時 間 、1

週 間、2週 間 、4週 間 ノ後 ニ之 ヲ殺 シテ見 ク ルレ ニ 耐

酸 性 菌 ノ・海 瞑 ニ封 シテ、 カナ リ大 ナ ルレ 毒 力 ヲ有 ス ルレ

コ トヲ知 ツ タ｡組 織 反 磨 ニ於 テ ノ・人 型 結 核 菌 ト牛 型

結 核 菌 ノ間 ニ ノ・大 シタ差 異 ノ・ナ ヵ ツ タ、1時 間 後 ニ

於 ケ ルレ是 等 ノ病 原 菌 ニ 依 ルレ反 旛 ノ・無 病 毒 性 菌 ヨ リモ

張 度 デ其 ノ終 極 ノ・組 織 ノ化 膿 性 壊 疽 デ ア ツ タ｡6時

間 後 ノ睾 丸 ノ 肉眼 虹 ビ ニ …顯微 鏡 的 攣 化 ノ・羨週 間 後 ノ

結 果 ヲ可 成 リ正 確 ニ豫 知 シ得 ルレモ ノデ ア ルレ ト言 フ事

實 ・・大 切 ナ コ トデ ア ルレ｡使 用 サ レ ク 鳥 型 結 核 菌 ・・確

カニ 毒 力 ヲ有 シ テ 贋 ツ ク ガ 人型 、 牛 型 菌 ニ比 シ遙

カニ弱 度 デ ア ツ タ、 本 菌 ニ ヨ ルレ病 竈 ハ進 行 性 デ細 胞

反 慮 ノ・4週 間 中徐 々ニ シ カ モ 絶 間 ナ ク進 行 シテ行 キ

其 ノ終 極 ノ・中等 度 ノ化 膿 性 壌 疽 デ ア ルレ、 冷 血 動 物 結

核 菌 デ 生 ジタ病 竈 ・・一 時 進 行 性 傾 向 ヲ 示 シ、2週 間

目 ニ於 テ ノ・細 胞 反 鷹 ハ恥 垢 菌 ヤ 「チ モ ー テ」菌 ヨ リモ

弧 ク 見 エ ルレが4週 間 後 ニ於 テ・・、 ソ レ程 デ モ ナ カ ツ

ク｡本 菌 ニ ヨツ テ ノ・乾 酪様 ノ壊 疽 ハ獲 生 シ ナ カ ツ タ

ガ炎 症 反 磨 ノ強 サ ノ・細 精 管 ノ強 度 ナ ルレ萎 縮 ヲ 來 ス ー

充 分 デ ア ッ タ｡恥 垢 菌 、 「チ モ ー テ」菌 ノ接 種 ニ ョッ

テ ・・中 等度 ノ反 磨 ヲ 顯 ノ・シク ニ過 ギ ナ イ、 細 胞 浸 潤

ノ・3日 目頃 カ ラ清 失 シ、 埋 疽 ノ・顯 ノ・レ ズ 炎 症 ノ・4週

間 デ清 失 シ タ｡細 精 管 ノ萎 縮 ノ・僅 カ ニ痕 跡 ニ止 マ ツ

テ居 ツ タ、 恐 ラ ク本 菌 ノ・注 射 後 速 ヤ カ ー 死 滅 シタ モ

ノ ト思 考 ス｡観 察 サ レタ5ツ ノ 菌 型 ニ ヨ ッ テ起 サ レ

タ反 噸 ノ・最 初 ノ2週 間 ・・圭 トシ テ多 核 白血 球 ニ ョ ルレ

モ ノ デ ア リ、3日 目頃 カ ラ ・・多 核 白血 球 ノ大 部 分 ノ・

滲 出 セ ルレ軍 核大 白血 球 ニ ヨ ツ テ置換 サ レ タ、 之 レノ・

主 トシ テ 喰細 胞 作 用 ニ依 ルレモ ノデ アルレ｡純 粋 ナルレ病

原 菌(人 型 、 牛 型 、 蛇 ビ ニ鳥 型 菌)ノ 場 合 へ2週 間 目

ニ軍 核大 白血 球 ノ性 質 ノ 憂 化 ガ顯 ノ・レ、 同 時 ニ細 胞

禮 ノ原 形 質 ノ培 加 、 定 型 的 ノ類 上 皮 細 胞 ノ登 育 モ 顯

・・ レ タ｡結 核 菌 ノ・是 等 細 胞 内 ニ モ見 出サ レタ が其 レ

ヨ リモ乾 酪 憂 成 中 ニ存 在 セ ルレ化 膿 部 位 ニ ヨ リ 多 ク登
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見 サ レク.著 者 ・・更 ラ_雨 睾 丸 中 一方 ヲ人 型 結 核菌

他 方 ヲ恥 垢 菌 ニ依 ッ テ接 種 ジ タ 所(但 シ恥 垢 菌 使 用

量 ノ・Sewel1氏 ノ箕 験 ヨ リモ少 壁デ アルレ)結 核 菌 ニ封

ス ルレ肉 眼 的攣 化 ・・、 唯 一 方 ノ睾 丸 二結 核菌 ヲ 軍 濁 ニ

接 種 シタ場 合 ト根 本 的 ニ異 ツテ 居 ツ ク 即 チ接 種 後6

時 間 及 至24時 間 ニ於 テ表 バ レルレ筈 ノ充 血 が表 ノ・レナ

カツ ク、 之 ノ・丁 度 血 管 運 動 神 経 ノ障 碍 が起 ッ ク 様 ナ

観 ヲ呈 シタ｡但 シ假 令 へ反i封 ノ睾 丸 ニ 少 量 ノ恥 垢菌

ヲ接 種 シテ モ他 側 ノ睾 丸 ニ於 ケ ルレ結 核 菌 ノ終 極 ノ墾

化 ハ存 績 シテ オ ッ テ 弧 度 ナ結 核 性 憂 化 蛇 ビ ニ化 膿 ガ

由來 ジ ク｡他 方 此 ノ進行 性 結 核 ノタ メ ニ恥 垢菌 ニi封

ス ルレ組 織 ノ耐 力 ガ低 下 サ レタ様 ニ見 ヘ ルレ之 ノ・多 分耐

酸 昭生恥 垢 菌 ノ蛋 白質 ニ封 ス ルレ過 敏 性 ヲ向上 セ シメタ

カ フデ ア ルレ｡(伊 藤 嘉 抄)

非 結 核 性 肺 膿 瘍 二封 ス ル安 艀 療 法

HomerH.Cherry:TheRestTeatmentof

NontuberculousPulmonaryabscess.

X線 蛇 ビニ 「リビ オ ドー ルレ」 ノ使 用 以來 肺 膿 瘍 ノ・吾 人

ガ"考ヘ テ居 ツ ク ヨ リモ多 ク 存 在 ス ルレモ ノデ ァルレト言

フコ トガ解 ツ タ｡肺 膿瘍 ニ封 ス ルレ療 法 ノ・(1)「 エチ ー

ルレ」 沃 度 ノ吸 入、 氣 管枝 排 膿 ヤ氣 胸 等 ノ 内 科 的療 法

ヲ件 フ臥脈 安 静 ト(2)外 科 的 療 法 ノ2ツ デ ァ ルレ、 シ

カ シ何 レモ或 弊 害 ヲ有 ス ルレモ ノデ ア ルレ、 此 ノ何 レ ヲ

選 ブ ベ キ カノ、1ツ ニ圭治 讐 ノ量 見 ニ依 ルレモ ノ デ アルレ｡

著 者 ノ・種 々ノ人 々 ノ 文 献 並 ビニ 自己 ノ観 察 ニ依 リ早

期 及 ピ長 期 間 ニ亙 ルレ肺 膿 瘍 ノ療 法 ノ・一 般 ニ考 ヘ テ居

ラ レルレヨ リモ多 ク根 治 ス ルレモ ノデ ア ルレ コ ト ヲ 知 ツ

タ、 シカ シ氣 管 枝 振 張症 ニ近 接 セ ルレ膿 瘍 ヤFriedl乞n・

der氏 肺 炎菌 ニ 依 ルレ膿 瘍或 ノ・慢 性 膿 瘍 ノ・本療 法 デ ハ

治 リ難 イ｡多 號 性 膿 瘍 ノ・軍 登 生 ノ モ ノ ノ襟 ニ 安 静 療

法 デ ノ・治 ラ ナ イ｡大 シ タ 出來 事 ナ シニ経 過 シタ本 安

静 療 法 ノ結 果 ノ・膿 瘍 ノ治 癒 力或 ノ・患 者状 態 ノ元進 ノ

何 レ カヲ來 スモ ノデ ア ルレ｡(伊 藤 嘉 抄)

人 工 氣 胸 療 法 二合 併 セル肋 膜 ル滲 出 物

ノ治 療 ニ就 テ

J.P｡Nalbant:ThetreatmentofPleural

EffusionscomplicatingArti臼clal・Pnenmothorax

Therapy.

人 工 氣 胸 ノ合 併 症 トシ テ 屡{肋 膜 ノ滲 出物 ガ表 バ レ

ルレ、 之 ノ・肋膜 組 織 ノ攣 成 ニ蹄 因 ス ルレモ ノ デ其 ノ原 因
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トシテ(1)氣 胸 ニ使 用 サ レ ルレ 空 氣 ガ肋 腔 内 ノ温 度 ヨ

リ低 イ コ ト、(2)肋 腔 内 ニ入 レ ラ レルレ空 氣 ノ速 度 ガ

ア マ リ迅 速 ナ コ ト(3)ア マ リー 度 ニ空 氣 ヲ多 量 ニ入

レルレコ ト(4)肋 膜 癒 著 ガ存 在 ス ルレタ メ等 ガ揚 ゲ ラ レ

テ居 ルレ｡本 症 ノ施 置 トシテ若 シ氣 胸 後 ニ透 明 ナ ルレ 滲

出液 が 出 テ、 ソ レ ガ 自登 的 ニ吸 牧 サ レルレ傾 向 がナ イ

ト キ ノ・肋 膜 炎 ヤ結 核 性 膿 胸 ヲ豫 防 ス ルレ意 味 ニ於 テ 且

ツ又 患 者 ノー 般 状 態 ヲ充 進 ス ルレ意 味 ニ於 テ ソ ノ滲 出

液 ヲ吸 引 セ 子・ミナ ラ ヌ｡著 者 ノ・透 明 ナ ルレ滲 出液 ヲ有

ス ルレ8名 ノ患 者 ト膿 汁 液 ヲ有 セ ルレ18名 ノ患者 トニ封

シ 吸 引療 法 ヲ施 行 シタ ルレニ其 ノ結 果 ノ・前 者 ニ於 テ ノ・

83.3%ノ 割 ニ於 テ完 全 ニ吸 牧 サ レ、 後 者 ノ場 合 ニ於

テノ・88.8%ノ 割 合 ニ於 テ完 全 ニ吸 牧 サ レタ｡本 症 ニ

封 シ 現 在 色 々進 歩 セ ルレ療 法 ガ試 行 サ レテ居 ルレが著 者

ノ・此 ノ吸 引療 法 が ソ ノ内 デ モ 最 モ簡 軍 デ最 モ良 好 ナ

ルレ方 法 ト考 ヘ テ居 ルレ｡(伊 藤 抄)

氣胸 二合 併 セ ル肋 膜 滲 出 物 二劃 ス ル療 法 ト

シテMetaphen・in・oilル 使 用

1.EllisRudmanandRichardT.Ellison:

Metaphen・in-oilintheTreatmentofPleuraI

EffusionsComplicatingPneumothorax.

肺 結 核 ノ治 療 ニ劉 シ テ 人 工 氣 胸 ヲ用 ヒタ際 ニ起 ルレ最

モ困難 ナ合 併 症 ノ・滲 出 性肋 膜 炎 デ ア ルレ｡人 々ノ・本合

併 症 ノ施 置 ニ封 ンテ色 々 ノ方 法 ヲ考案 シク、1923年

Parziss氏 ノ・Nitro-benzene-Mercurygroupノ 内 カ

ラ殺菌 性 ノ強 イ化 合 物 ヲ號 見 ジ之 ヲMetaphenト 名

命 シタ(Metaphenノ ・4-Nitroanhydo-hydoxy-mercuri・

orth()・cresolデ ア ルレ)著 者 ノ・本 物 質 ヲ中性 ノ「オ レブ」

油 ニ溶 解 ・y之ヲ4名 ノ患 者 ニ使用 シ タ 所 本 物 質 ・・肉

腔 内 デ良 ク 耐 磨 シ何 等局 所 的 並 ビ ニ全 身 的 影 響 ヲ現

・・サ ナ カ ツ タ、 叉本 物 質 ヲ結 核 性 ノ滲 出物 ヤ膿 胸 ニ

i封シ長 ク持 績 シテ用 ヒルレコ トニ ヨ リ何 等 肉 膜 ノ肥 厚

ヲ來 サ ナ カツ ク.Metaphen-in・oilヲ 肋 腔 内 ニ入 レルレ

コ ト ノ・癒 著 性 肋 膜 炎 ヲ豫 防 ス ルレ意 味 ニ於 テ大 切 デ ア

ルレ｡本 物 質 ノ強 キ殺 菌 性 蛇 ビ ニ静 菌性 ニ ヨ リ 漿 液 繊

維素 性肋 膜 炎 ヤ結 核 性 膿 胸 ヨ リ生 ズルレOllulareleme-

ntsヲ 液 化 ス ルレカ ヲ顯 ハス モ ノ ト見 ヘ ルレ
｡滲 出液 ノ

比 重 ヲ低 減 ス ルレコ ト 蛇 ビニ之 ヲ滅 菌 ス ルレコ トニ依 リ

肋 膜 ノ吸 版 力 ヲ再 ビ元 状 ニ蹄 換 シ得 ルレモ ノ ト見 ヘ ルレ

ト・(伊 藤 嘉 抄)
,




